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当社子会社による HELP University Group との 

ブロックチェーン技術に係る協業に関するお知らせ 

 

今般、当社連結子会社である BEATCHAIN SDN. BHD.（以下、「BC マレーシア」と言い

ます。https://beatchain.co/home）は、マレーシアの高等教育機関の一つである HELP University 

Group ※（以下、「HELP Group」といいます。https://help.edu.my/）とブロックチェーン技

術を活用した協業（以下、「本協業」といいます。）に関して合意しましたので、以下の通

りお知らせいたします。 

※ HELP Group は、マレーシアの政府機関であるマレーシアデジタルエコノミーコーポレーション

（MDEC）のプレミアデジタルテック大学（PDTU）のステータスを授与されている、QS 世界大学

ランキングにおける9つのカテゴリーで5つ星を獲得したアジアで唯一の大学であり、2021年現在、

アウトバウンド留学生交換のカテゴリーにてアジアに存する 650 大学の中で 1 位にランクされてい

ます。 

 

 
 

1. 本協業の背景 

現在、BC マレーシアでは、当社グループが保有する暗号資産財布機能付メッセンジャ

ー・アプリ Crypto  Messenger  Wallet（以下、「CMWT」といいます。）のライセンスを

供与している各社向けにカスタマイズを行っており、同じく当社グループが保有するブロ

ニュースリリース 

https://beatchain.co/home
https://help.edu.my/
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ックチェーン SNS アプリ「Inou」の機能拡張に取り組んでおります。当社グループとして

は、CMWT・Inouのユーザー数を増やし、ユーザー便益を最大化させ、新たな体験を通じ

ユーザーの満足度を高めることが、当社グループの企業価値を高めることにつながると考

えております。そこでかねてから、学術に精通したアカデミックに関与する提携先も模索

していたところ、BCマレーシアの社員よりHELP Groupの創業に携わり教授でもあるDatuk 

Dr PaulChan（ダトゥクポールチャン）氏の紹介を受け、同氏との間で、本協業の可能性に

ついて協議を行った結果、この度の合意に至りました。 

 

2. 本協業の具体的内容 

BC マレーシアでは、CMWT・Inouを活用して、具体的にどのようなユーザー便益がある

かを販促するマーケティング活動の推進にも着手しております。一方、HELP Group は、

11,000 名を超える優秀な学生へ高等教育を提供しており、今後、学術界での競争力を高め

るため、ブロックチェーン技術の学術体系化に関心をもっております。 

本協業の第一歩として、BC マレーシアは、同社が有するブロックチェーン技術者の育成

ノウハウを活用し、HELP Group の学生に対して、単位として認定されるブロックチェーン

講座を提供する予定です。BC マレーシアでは、当該講座の教育活動を通じて収入を得られ

ること、また、CMWT・Inou の認知拡大に繋がるものと期待しております。更に、当該教

育活動により培われた知財を学術レポートとして記録・展開する予定でおります。 

また、実業界においても昨今注目を集める NFT ※など最新の事例を豊富に取り入れ、例

えば HELP Groupが NFT を発行し、学生の学習プロセスをブロックチェーン（NFT）に記

録することで、学位の証明、学習プロセスの傾向、更には学生の採用を具体検討する企業

が学生の保有する NFT を購入することで将来の採用活動が円滑になる共同事業なども視

野に入れ、協議を進めております。 

本協業により、学術界においてもブロックチェーン技術の優位性及び社会的意義を訴求

することにより、当該技術の認知度を拡大すること、また、BC マレーシア及び HELP Group

の収益につなげることを目指して参ります。 

※ NFT は、Non Fungible Token の略称であり、代替不能トークンを意味し、ブロックチェーン上に記録

されることでその存在が唯一無二であることを証明するトークン全般を指します。 

 

3. 今後の展望 

BCマレーシアは、HELP Groupとの間で 2021年 3月 19日にMOU調印式を終えており、

本協議に着手しております。今後の予定としては、HELP Group にて今夏主催されるシンポ

ジウムに当社グループが参加する他、2021 年 4 月頃より、HELP Group からブロックチェ

ーン技術者の育成を部分的に受託する予定です。 

 

上記調印式の動画は、以下 URLよりご覧いただけます。 

Virtual Memorandum of Understanding between Beatchain & HELP University 

 

以 上 
 

 
  

https://youtu.be/WrRUb21rIQw
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ビート・ホールディングス・リミテッドについて 

 

当社、ビート・ホールディングス・リミテッドは、所有する知的財産権及び技術に基づいてヘルスケア・ブ

ロックチェーン・エコシステムの構築を含むブロックチェーン技術に基づくアプリケーションの開発、及び

知的財産権のライセンシング事業を行っております。また子会社の GINSMS Inc.（トロント・ベンチャー証券

取引所に上場、TSXV：GOK）を通じてモバイル・メッセージング・サービス並びにソフトウェア製品及びサ

ービスを提供しています。当社は、ケイマン諸島においてケイマン会社法に従い設立・登記された会社であ

り、香港に事業本部を構えシンガポール、マレーシア、インドネシア、中国及びカナダに子会社を有してお

ります。 

 

詳細は、ウェブサイト：https://www.beatholdings.com/ をご参照下さい。 

 

本書は一般公衆に向けられた開示資料であり、当社株式への投資を勧誘するものではありません。投資家は、

当社への投資を判断する際、当社の過去の適時開示資料及び法定開示資料を含むがこれらに限定されない資

料を確認し、それらに含まれるリスク要因及びその他の情報を併せて考慮した上でかかる判断を行う必要が

あります。 


